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清川貴子（副会長・教育委員会委員）　　
松原　修（東京事務局・教育委員会委員）
原田憲一（常任幹事）　　　　　　　　　

昨年に引き続き，外科病理診断講習会と病理解剖診断講習会の 2つを開
催しました．事務局として，（株）MAコンベンションコンサルティング
（MACC）の堤　奈緒さんにも大変お世話になりました．講演講師，添削講
師はもとより，関係者皆様のご協力に感謝申し上げます．以下，講習会につ
いて簡単に報告致します．

参加申込期間：2023年 5月22日（月）10：00～ 6月14日（水）18：00
申  込  方  法：IAP日本支部ホームページから
Web視聴期間：2023年 6月 1日（木）10：00～ 6月14日（水）23：59
受　 講 　料：�25,000円（外科病理講習会部），25,000円（病理解剖診断講

習会），いずれもクレジット決済のみ

外科病理診断講習会はWeb（オンデマンド）形式で開催し，参加登録人数
は113名でした．外科病理診断講習会の目的は，広い範囲の臓器を対象とし
た外科病理診断入門の講義を行い，病理専門医試験受験前後の若手病理医の
外科病理診断力の向上に役立てることです．昨年と同様に 9つの領域をと
りあげ，基礎的な知識をわかりやすく解説することを意図し，それぞれの分
野の専門家 9名に講師を依頼しました．今回の内容で特記すべきは，細胞
診を初めてとりあげた点です．ハンドアウトを受講者が視聴画面からダウン
ロードする方法にした点は昨年と同様です．

外科病理講習会　講師およびコース：
頭頸部病理：上気道病変の病理　　　湊　　宏　石川県立中央病院
呼吸器病理：呼吸器病理の基本　　　松原　修　平塚共済病院／がん研
消化管病理：�胃病理 －特に胃炎・胃症の生検診断－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　九嶋亮治　滋賀医科大学
胆道系病理：胆道系病変の病理　　　相島慎一　佐賀大学
リンパ節病理：リンパ節病理診断の基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽賀博典　京都大学
乳  腺  病  理：乳腺疾患の鑑別診断（免疫組織染色も含めて）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　森谷卓也　川崎医科大学
婦人科病理：子宮内膜生検診断の基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　清川貴子　東京慈恵会医科大学
泌尿器病理：尿路系腫瘍の病理　　　都築豊徳　愛知医科大学
細　 胞 　診：病理医が知っておくべきポイント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　南口早智子　京都大学

2022年第 7 回「ふぁんだめんたる」
病理診断講習会の報告
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病理解剖診断講習会の部は，先着順であること
もあり申し込み開始から 3日目に定員40名に達
し，早々に受付を終了しました．添削講師は，松
原 修（平塚共済病院／がん研），小田義直（九州
大学），羽賀博典（京都大学），原田憲一（金沢大
学）が担当しました．本年度は昨年までのガラス
標本の配布は行わず，受講者は京都大学サーバー
から臨床経過・検査データ，マクロ写真，組織標
本のバーチャルスライドをダウンロードしていた
だき，その後の病理解剖報告書の提出，講師陣の
講評と模範解答等の返却もすべてe-mailで行いま
した．バーチャルスライドでの提供は初めての試
みでしたが，病理専門医試験の出題方式に合わせ
たものであり，バーチャルスライドに順応してい
ただくためにも良い試みであったと思います．こ
の形式での実現には羽賀博典教育委員長，南口早
智子理事および京都大学のご厚意によるものが大
きいことも申し添えます．なお，本年度の提示症
例は，臨床的に原因不明の肝硬変症例で，剖検所
見より収縮性心外膜炎によるうっ血性心不全から
肝結節性再生性過形成（NRH）を来したことが
判明した症例を採用しました．NRHの疾患概念
への理解が難解だったでしょうか．しかし，大変
優秀な報告書を作成された受講者もおられ，将来
有望な病理医として讃えるべく，今後表彰等の企
画も考えたいと思います．受講生の皆様ご苦労様
でした．

国際病理アカデミー台湾支部・
台湾病理学会年次総会印象記

杏林大学医学部病理学教室　里見介史

2023年 6月4日に，台北市中心部のCPC Building, 
Guoguang Hallで開催された，国際病理アカデ
ミー台湾支部・台湾病理学会年次総会（The 
112th Annual Meeting of the Taiwan Society of 
Pathology and International Academy of 
Pathology, Taiwan Division）に参加し，“Utility 
of genome-wide DNA methylation analysis in 
the integrated diagnosis of the central nervous 
system tumors” と題したポスター発表を行いま
した．

年次総会は，国際病理アカデミー台湾支部と台
湾病理学会が合同で開催し，レジデント教育につ
いての特別講演のほか，HPVと子宮頸がん，大
腸ポリープ，皮膚メラノサイト病変の講演，さら
に法医学，製薬会社，バイオ企業に焦点を当てた
Another Options for Pathologistsと題したセッ
ションが実施されました．ポスター発表では，個
別の症例報告からケースシリーズ報告まで，人体
病理学に関連した幅広いテーマが取り扱われてお
り，10名から20名の参加者が集まり活発な議論
が交わされました．
私の発表では，中枢神経系腫瘍のDNAメチル

化アレイ解析に関する我が国での取り組みについ
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て紹介しました．発表の間，そしてその前後でも
多くの参加者からの質問を受け，台湾病理医の情
熱と高い学術水準を肌で感じました．また，株式
会社文光堂の「病理と臨床」のPDFを持参してい
た参加者も見受けられ，その熱意に感銘を受けま
した．年次総会は若手病理医が中心となって運営
されており，多くの若手が学会の要職についてい
ることも印象的で，新たな学術的知見を得るだけ
でなく，自身の積極的な学術活動への参加が促さ
れる機会となりました．
本総会では，日本からの参加者にInternational 

Poster Awardを受賞する機会を得ました．台湾
病理学会会長のChiung-Ru Lai先生，Wan-Shan 
Li先生に深く感謝申し上げます．また，この貴重
な発表の機会を提供してくださった国際病理アカ
デミー日本支部会長の小田義直先生，学術奨励賞
ご担当の長尾俊孝先生，そして関係各位に対し，
心より御礼申し上げます．
今後も病理診断の精度向上に寄与する研究を続

け，病理診断を通じて日台の友好関係に貢献でき
るよう努力する所存です．皆様のご指導とご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます．

理事指名委員会
2023年選考方針について

理事指名委員会　委員長　吉野　正

国際病理アカデミー日本支部（JDIAP）の会員
におかれましては，平常からいろいろとご協力を
いただき，大変ありがとうございます．JDIAPの
主な役割は，診断病理に関わる教育的な機会を用
意することと，各国IAP支部と密に連携して国際
化に寄与することにあります．理事は，各種委員
会を統括し種々の事業を行ってきたところです
が，現況としては，女性の方が圧倒的少数になっ
ています．男女共同参画は，世界の流れであり，
診断病理で重要な役割を担っている女性会員の意
見を率直に吸い上げる機能にかけているのではな
いかという議論がございました．今，病理学に進
む方は，すくなくともわたくしの周辺では男女比
1： 1となっており，その方たちの将来にも関
わるところです．このようなことから，理事指名
委員会及び理事会では本年の新理事選考にあたっ
て，以下のような姿勢で臨むこととしました．従
来 2名の新理事の補充をしてきましたが，今年
はそれを 3名にする．そして女性を必ず入れる
ということです（人数は 1名以上）．具体的な方
策としては，理事候補を投票でお選びいただくの
ですが，最低 1名はその投票数に関わらず女性
を選ぶ，ということです．この方式は，日本病理
学会でも採用されているもので，JDIAPも世界標
準により近づけるという姿勢をご理解いただきた
いと念願しております．

以下は，理事会にて承認された，改正理事候補
の選考に関する細則です．

2023年IAP日本支部理事選出に関する細則
（青字は変更したところ）

理事選挙の実施にあたって下記の細則に従って
行う．
会員に理事の候補者を挙げてもらい，理事指名

委員会はそれをリストアップし，場合によっては
候補者を追加し，アカデミーへの過去と将来の貢
献，病理学の研鑽，社会的地理的背景など多角的
に検討し，指名候補者を決定する．その上，指名
候補者名簿（氏名，勤務先，職，アカデミーへの
貢献などを記載）を作成する．指名候補者数は原
則として改選理事の数に 2名程度多くの候補者
とする．なお，新たに選ぶ理事数は 2名を超え
てもよく女性を含むこととする．新たに選ぶ理事
数は理事会で決定する．

国際病理アカデミー台湾支部・台湾病理学会年次
総会のポスター発表会場にて，発表に臨む筆者．
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この指名候補者名簿を役員・理事がチェックし
た後で，会員に送付または連絡し，会員による郵
送，ファックスによる投票，または電子投票によ
る選挙を行う．
理事指名委員会の構成は， 2人の直近の前会

長（あるいはそれに準ずる理事・役員経験者）と
3人の直近の前理事・役員経験者の合計 5人で
構成し，委員長は前会長が就任することを原則と
するが，委員長が必要と思う人には委員を委任で
きる．事務局は常任幹事が行う．
任期について， 2人の直近の前会長（あるい

はそれに準ずる理事・役員経験者）は 3年とし，
3人の直近の前理事・役員経験者は 1年とする．
投票結果は，理事会に報告し承認を得た後，総

会において報告する．

国際病理アカデミー日本支部（JDIAP）の理事
選挙への積極的な投票をお願いいたします

JDIAP会長　小田義直

いずれの学術団体での理事は組織の重要な役職
であり，組織の運営や発展に関与します．理事の
選挙により適切な候補者が選ばれ，組織の方針や
活動の決定，予算の管理，メンバーシップの支援
などを担当する重要なプロセスとなるのは言うま
でもありません．診断病理学は高度な専門知識と
経験を要する分野です．JDIAP理事には，病理学
の専門知識や実務経験が求められます．さらに国
際病理アカデミーおよびJDIAPは，診断病理学の
教育およびその発展と国際的な交流を促進する役
割を担っています．JDIAP理事は，国外の病理学
会および各国IAP支部との連携や協力を強化し，
専門分野の発展に寄与する役割を果たします．
従って来る理事選挙は，組織の国際的な連携や専
門的な交流を推進するための候補者を選ぶ機会と
なります．また2026年には福岡でのIAP Congress
が四半世紀ぶりに日本で開催されますので，
Congressにおいて日本の診断病理学のプレゼン
スを示すにふさわしい理事を会員の皆様に選んで
いただく機会にもなります．
以上のように，JDIAP理事選挙は，JDIAPの運

営と発展，診断病理学の専門知識と経験の重要性，
組織の代表としての責任，専門分野の発展と国外
との交流促進，2026 Fukuoka Congressへの寄与
など多くの意義を持っています．来る理事選挙に
おいては会員皆様の積極的な投票をお願い申し上
げます．

第63回総会のお知らせ
日　時：2023年11月11日（土）12：00〜12：30
場　所：九州大学医学部百年講堂
住　所：〒812-8582
　　　　福岡市東区馬出 3丁目 1番 1号

総会参加者には昼食をご用意いたします．総会
ページより出欠をご回答ください．
詳細はNEWSLETTERでお知らせいたします．

特別企画 1 ：　　　　　　
忘れられないこの一例

柳井広之

「忘れっぽいのは素敵なこと」というのは私の
好きな歌の一節．それでも記憶を辿ってみると思
い出される症例はいくつかあります．その中でど
の症例を紹介しようか・・・と色々考えて選んだ
のは2000年に経験した30歳代女性の空腸腫瘍で
す．
排尿時の不快感で腹部CTを撮ったところ空腸

の腫瘍が見つかり，私が勤務していた病院に紹介
され，腫瘍を含む空腸切除を受けました．7.5cm
大の腫瘍は粘膜とは関係なく，淡明あるいは淡好
酸性細胞質を持つ上皮細胞の胞巣状増殖を示して
いました．間葉系腫瘍の中で鑑別を進めていくの
ですが，標本を見ながら，「明るい細胞質を持っ
ていて，軟部の悪性腫瘍なら明細胞肉腫だろう」
と思ったのです．今思えば浅はかにも程があり，
当時の自分を叱ってやりたいところです．しかし
明細胞肉腫と思ってオーダーした免疫染色で
HMB45が見事に陽性．「俺はこういう腫瘍も
H.E.で鑑別にあげることができて，診断できるよ
うになったのだ」と，この年に病理専門医になっ
たばかりの自分が有頂天にならないことが無理な
話です．
直後にあった岡山外科病理研究会にこの症例を

提出したところ，診断投票のほとんどが明細胞癌．
得意満面で明細胞肉腫として解説をしました．会
が終わってから，参加した先生から「よう診断で
きたなぁ．でも，S-100が陰性なのは不思議や
なぁ．」と声をかけられました．当時の自分はこ
の指摘がのちに重大な意味を持つことが全然わ
かっていませんでした．
「珍しい症例だし，症例報告しなければ」と思い，
最初に考えたのが融合遺伝子EWS/ATF-1の検出
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です．市中病院では当然そのような検査はできま
せんので，軟部腫瘍を専門にしておられた同門の
園部宏先生にRT-PCRをお願いしましたが，融合
遺伝子は検出されませんでした．この辺りから明
細胞肉腫の旗色が悪くなってきます．そのころ目
にしたのがAbdominopelvic sarcoma of perivascular 
epithelioid cells という腫瘍を紹介した論文でし
た．読み進めていくうちにだんだんその腫瘍が，
自分が抱えている腫瘍に似ているような気がして
きました．それでもそれまでにそのような腫瘍を
見たこともなく，症例報告を書くにしても診断が
決まらないことには書けません．同じ大学出身で
病理診断に造詣の深い能登原憲司 先生と世間話
をしているときに「例の症例，最近話題になって
いるPEComaじゃないかと思うのですが，どう思
いますか?」と相談してみましたが，「PECなぁ．」
とおっしゃっていただいたものの，それ以上の議
論にはなりませんでした．そうこうしているうち
に翌年，腫瘍が腹腔内に再発．その頃には診断報
告 書 に もAbdominopelvic sarcoma of 
perivascular epithelioid cellsと書いていました．

当然，主治医はそのような腫瘍を知るはずもあり
ませんが，「とにかく悪性のポテンシャルもある
のでフォローしてください」とだけ言っていまし
た．その翌年には卵巣に再発．その頃には段々
PEComaという診断名も市民権を得てきたように
思えたのでPEComaをタイトルにして症例報告を
投稿し，アクセプトされました．
その後，私が異動になったのでそれ以上の経過

を追うことができませんでした．この若い患者さ
んに何ができたのかは当時の私にはわかりません
でしたが，今ならmTOR阻害剤が使えるかもしれ
ない，ということでがん遺伝子パネル検査をお勧
めする症例なのだと思います．
拙い英語で書いた症例報告は消化管原発の

PEComaとしてはごく初期のものであり， 1例報
告ながらこれまでに40回以上引用していただい
ています．引用してくださった方のお一人は山元
英崇先生です．ほぼ20年経って同じ職場で共に
標本を見ることになる運命があるとは知る由もな
く．

Yanai H, Matsuura H, Sonobe H, Shiozaki S, 
Kawabata K. Perivascular epithelioid cell tumor 
of the jejunum. Pathol Res Pract. 2003;199:47-
50.

特別企画 2 ：  　　　　　　
生成AIと病理学（時流）

広報委員会　久岡正典

「AI（人工知能）」や「ChatGPT」は，今日聞
かない日はないくらいにポピュラーとなったIT用
語ですが，これらのテクノロジーを実際に日頃活
用されている会員はいったいどの程度いらっしゃ
るのでしょうか．ちなみに，私の所属している大
学では使ったことのない学生はほぼいない様であ
り，彼らに課すレポートや課題の出し方には頭を
悩ませているところです．折しも生成AIの学校向
けガイドラインが文科省よりようやく公表された
（ 7月 4日）ところですが，その利用上の価値と
問題への対策については引き続き今後も議論され
ていくことでしょう．ところで病理学の分野，特
に海外での状況についてはどうなのでしょうか．
例えば，‘AI in pathology’ で検索すれば雑誌
Natureのサイトでさえ100件以上の文献がヒット
し，「AIを用いた原発不明がんの病理標本での原
発巣の探索（Nature 594: 106-110, 2021）」であ
るとか，「消化管及び肝臓がんにおけるAIを基盤

（上）類上皮形態を示し，淡明あるいな好酸性顆
粒状細胞質を持つ腫瘍細胞が胞巣状に増殖して
いる．（下）腫瘍細胞の核形は不整で，明瞭な核
小体が見られる．
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とした病理学的バイオマーカーの開発（Nat Rev 
Gastroenterol Hepatol 17: 591-592, 2020）」 な
どといった我々の興味を惹くものがある一方，当
然のことながらAIが提供する情報の不確かさや根
拠のなさなどに起因する危険性に対して警鐘を鳴
らした文献も少なくありません（例えばNat 
Biomed Eng 7 : 705-706, 2023）．その様な中で，
AIの技術活用を積極的に議論しているのはDigital 
P a t h o l o g y  A s s o c i a t i o n  （ h t t p s : / /
digitalpathologyassociation.org）やDigital Pathology 
Place （https://digitalpathologyplace.com）（図）
といったデジタル病理を主題とする学術団体であ
り，その他にもまさにそのものズバリPathAI 
（https://www.pathai.com） という名称の米国の
企業もあるようです．それらのすでにサイトをご
覧になった会員もいらっしゃるでしょうが，病理
の分野ではデジタル画像を用いたAIによる分析や
判定が話題の中心である以上，これらのサイトで
取り上げられる情報や議論がそのうち身近に取り
沙汰されるようになるとも考えられますので，参
考までに一度訪れてみてはいかがでしょうか．な
お，デジタル病理画像とAIを用いた研究分析にお
いては，作成元や患者等の個人に関わるメタデー
タの意図しない漏洩や個人に関する情報の推定・
属性の結合などといった問題に加え，特徴的な形
態学的所見や遺伝子変異の種類などのデータから
特定の疾患と個人とをAIによって結びつけられる
可能性もあるため，解析データを公開するにあ
たってのガイドラインの策定が必要であり（Nat 
Commun 14: 2577, 2023），その様なデータの取
扱いについては欧州（EU）ではGeneral Data 
Protection Regulation（GDPR）と称される規制
の対象になると考えるむきもある様です．我が国
でも同様の動きが今後見られるのではないかと予
想されるところです．なお，この文章はChatGPT
で作成したものではありませんことを念のために
申し添えます．

2024年USCAP雑誌
購読申し込み案内

Modern PathologyとLaboratory Investigation
　2024年 1月～12月号
各雑誌の年間購読料が決まりましたら

NEWSLETTERでお知らせいたします．

マイページにて申込手続きをお願いします．購
読を継続される方も必ず更新の手続きをしてくだ
さい．
申し込み期間：2023年 9月25日（月）正午
　　　　　 　　　　～10月20日（金）17時
・�本申し込みは販売収入事業となり消費税10%が
かかることご了承ください．

・�本申し込みは，IAP日本支部が代行し，情報管
理・手配はすべてUSCAPが行っております．

・�申込み期間外の受付，および購読中の住所変更
等はできません．

・�トラブルがある際は，一度IAP日本支部へご相
談ください．

・�Journalの購読は個人単位でとなっています．
個人名義で購入し，大学，病院の図書館で閲覧
というのは禁止されていることにご注意くださ
い．

事務局よりお知らせ
会員情報に変更のある方は，マイページにて変

更手続きをお願いします．
・IDは会員番号になります．
・�パスワードを忘れた方の再発行はメールアドレ
スと会員番号での照会になります．

・�発送物は，「郵送物」送付先と「請求書」送付
先をそれぞれ自宅か所属先に選択できます．窓
付き封筒のため紙面に住所が印字されますの
で，適宜ご選択ください．
�理事選挙の投票，USCAP雑誌購読申込にはロ
グインが必要です．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾みゆき
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358- 5
　　　アカデミーセンター
TEL：03-6824-9374／ FAX：03-5227-8631
Email：jdiap-post@as.bunken.co.jp

Digital Pathology Placeで提供されているPodcast
「今年は病理におけるAIの年かも?」
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Upcoming Meetings
2023年IAP日本支部病理学教育セミナー
日時：2023年11月11日（土）
場所：九州大学百年講堂
参加方法：オンライン登録（ 8月頃案内予定，
　　　　　�h t t p s : / / www. i a p j a p a n . o r g /

educational/index.html参照）

第63回IAP日本支部総会
日時：2023年11月11日（土）
場所：九州大学，詳細は決定次第お知らせします

第113回USCAP Annual Meeting
日時：2024年 3月23日（土）～28日（木）
場所：�Baltimore Convention Center, Baltimore, 

Maryland
URL：�https://www.xcdsystem.com/uscap/

program/IaQZ 6 lW/index.
cfm?pgid=4933

第 8 回日台合同スライドカンファレンス
日時：2024年 4月20日（土）・21日（日）
場所：京都大学

第35回IAP Congress （XXXV International 
Congress of the International Academy 
of Pathology）
日時：2024年10月26日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico
URL：https://iap2024.com/

第17回日韓合同スライドカンファレンス
日時：2025年12月 5日（金）・ 6日（土）
場所：北九州市

第36回IAP Congress
日時：2026年10月10日（土）～15日（木）
場所：福岡国際会議場
大会長：小田義直（九州大学形態機能病理学）
副大会長：清川貴子（慈恵医科大学病理学）
URL：�https://www.iapjapan.org/meetings/pdf/

poster_2026congress.jpg

J D I A P 賛 助 会 員
賛助会員としてご支援いただいている下記の企

業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
アジレント・テクノロジー株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社

編　集　後　記
News Bulletin ３号，いかがでしたか？最近の

Bulletinでは対面式の学会への参加報告が増えて
きました．また，今号ではIAP日本支部の理事選
挙制度について，女性に必ず理事に就いていただ
くこと，生成型AIと病理診断のことなど時代の潮
流を感じる記事も掲載されています．新型コロナ
のために中止されていた日韓及び日台のスライド
カンファレンスも来年度以降，順次再開される予
定で，それらについてもBulletinでご案内，ご報
告できることが楽しみです．今後ともどうぞ
Bulletinにご注目を！
� （柳井広之）

� 広報委員会　委員長　久岡正典
� 　　　　　副委員長　森谷卓也
� 　　　　　　　委員　近藤哲夫
� 　　　　　　　委員　湊　宏　
� 　　　　　　　委員　柳井広之
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